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【主な研究成果】
熱処理型アルミニウム合金は，溶体化処理後に適切な条件での時効処理によって強化させることで，輸送機器用の構造材料等で使用されている。時効生成物の形成に関する研究はこれまで多く行われており，様々な知見が得られている。しかし，より詳細な時効析出メカニズムを明らかにするためには，結晶方位や結晶粒界の影響を考え，単結晶や粗大結晶粒を用いた研究が有効であると考えている。そこで本研究では，熱処理型アルミニウム合金の単結晶試料作製手法を検討するとともに，時効析出に及ぼす結晶方位の影響を解明するための評価手法を確立することも目指している。令和6年度は，以下の成果を得た。
アルミニウム合金単結晶育成手法の検討
昨年度に引き続き，導入したブリッジマン法による単結晶育成装置を用いて，純アルミニウムの単結晶化に着手した。成長速度の最適値や温度分布状態を把握することで，Al-Mg-Si合金および，Al-Cu合金について作製を始めた。
Al-Zn-Mg合金時効熱処理材の組織観察
熱処理型アルミニウム合金に分類されるAl-Zn-Mg合金のピーク時効材の組織をILM保有のJIB-4601Fを用いて反射電子像観察を行った。粒界析出物の可視化に成功した。
【今後の展望】
　ブリッジマン法による単結晶育成装置を用いた純アルミニウムおよびアルミニウム合金の単結晶育成を引き続き試みる。熱処理型アルミニウム合金の時効析出に関する基礎的知見を得る研究を引き続き実施する。
【具体的な成果】
　●学会発表　(1) 大谷友飛，池田賢一，三浦誠司ら：軽金属学会第146回春期大会，2024.5, (2) 池田賢一，山瀬和葉，三浦誠司ら：軽金属学会第146回春期大会，2024.5, (3) 栂野駿介, 滝沢聡, 池田賢一, 三浦誠司：2024年度日本金属学会・日本鉄鋼協会両北海道支部合同サマーセッション, 2024.7, (4) 池田賢一, 谷藤晶, 三浦誠司, 高田健:軽金属学会第147回秋期大会，2024.11, (5) 大谷友飛，池田賢一，三浦誠司ら:軽金属学会第147回秋期大会，2024.11, (6) 池田賢一, 橋本拓也, 三浦誠司:日本金属学会2025年春期講演大会, 2025.3
　●国際会議発表
K. Ikeda, et al.: The 19th International Conference on Aluminum Alloys (ICAA19), 2024.6
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